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名古屋市守山区のため池 新池の水質
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はじめに
新池は名古屋市守山区大森八竜地籍内にあ
る，標高約60 mの丘陵地に位置するため池で
ある。その面積は3,966 m2, 流域面積が14.8 ha
であり１），水深及び容積は不明である。新池
への水の供給は通常，北西側の上流にある八
竜湿地からの流入と，西側の金城学院大学の
台地の下部で湧出して流入するものが主なも
ので，大雨時には流域斜面からの表面水の流
入も確認されている。これらの他にも，新池
に直接流入する地下水が存在する可能性があ
る。新池から流出した水は，約200 m下流で
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隅除川（すみよけがわ）と合流し，矢田川に
至る。
新池の正確な築造時期は不明であるが，江
戸時代 （18世紀） に作製された大森寺山之図 
（蓬左文庫所蔵） には既に新池と思われる池
が描かれていることが小野２）によって指摘
されており，少なくとも200年以上前から存
在していることがうかがえる。第二次世界大
戦後には新池西側の台地上に金城学院大学が
設立され，東側・北側の台地上の宅地開発が
始まった。また，下流の平野部の宅地化が進
図１　新池の位置
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行するに従って水の農業利用が減少し，1970
年代になると新池上流の八竜湿地に名古屋市
の環境事業所を設置する一帯の開発計画が持
ち上がった。しかし，八竜湿地には希少生物
が生育・生息していることから，地元住民や
隣接する金城学院大学による保全運動により
計画は変更され２）３），新池は八竜湿地や流域
の森林とともに名古屋市が管理する八竜緑地
として保全されることになった。新池周辺の
環境，特に林相は時代とともに大きく変化し，
第二次世界大戦直後は戦時中の乱伐の影響も
あってはげ山同然であった２） ものが，現在
その多くはコナラ・アベマキが優占する落葉
広葉樹林，または落葉広葉樹林にシイ・カシ
類が侵入した混交林となっている。
新池は現在，農業用水としての利用は全く
なく，ため池としての役割を終えている。農
閑期となる冬期に池の水を抜いて，堤防の点
検や底泥の除去などを行う池干しも近年実施
されていない。しかし，新池を含む八竜緑地
は名古屋市内に残る数少ないまとまりのある
緑地であり，今なお良好な自然環境を有して
いる。名古屋市ため池環境保全協議会による
評価１）では，新池は「利水」面でC （かんが
い用としては不要なため池） とされているも
のの，「治水」面ではA （治水施設として将来
とも必要なため池）, 「環境」面ではA （自然
環境が極めて良く，最も保全したいため池） 
にランクされている。
一般的に都市部のため池では，農業用水供
給の役割を終えて周辺開発が進行するにつれ
て，生活排水が流入して水質の低下が問題と
なっている。そのため名古屋市では，新池
を含む市内の主要なため池に対して定期的
な水質調査を行ってきた４）。これらの調査で
は生物化学的酸素要求量 （BOD）・化学的酸
素要求量 （COD）・浮遊物質量 （SS）・全りん 
（T-P）・全窒素 （T-N） などを年 2回程度測定
している。一方，石井５）は八竜湿地の水質
調査に合わせて，新池においてもpH・電気
伝導度 （EC）・栄養塩類の溶存イオン濃度に
ついて2001年 5 月から2002年 3 月まで，ほぼ
毎月調査を行った。新池の水際では，上流の
八竜湿地とともに湿地性の植物であるハルリ
ンドウ （Gentiana thunbergii） や，トウカイコ
モウセンゴケ （Drosera tokaiensis （Komiya et 
C.Shibata） T.Nakamura et Ueda） が生育してい
る。トウカイコモウセンゴケは湿地でも特に
貧栄養性の環境を好み，そのような傾向が強
く東海地方に分布の中心がある14の植物種と
ともに東海丘陵要素植物群の一つに数えられ
ている。トウカイコモウセンゴケなどの生育
を維持するためには，名古屋市の調査項目に
加え，石井の調査のような栄養塩類の濃度を
把握することも必要である。しかしながら，
石井の調査以降栄養塩類については報告がさ
れていない。そこで筆者らは，新池において
石井と同じ項目について，2011年 4 月から
2012年 3 月まで通年で調査を実施した。
材料と方法
分析用の試料の採取は，2011年 4月18日か
ら2012年 3月14日まで，1ヶ月に 1回 （計12回） 
新池の北端で実施した。pHの測定，電気伝導
度 （EC） の測定にはそれぞれガラス電極法に
よるpHメーター （D-54, 堀場製作所） およびEC
メーター （CM-14P, 東亜電波） をそれぞれ用い
た。サンプルを孔径0.45 µm のセルロース混
合エステルメンブレンフィルタ（A045A025A, 
東洋濾紙） でろ過し，イオンクロマトグラフ
（IC20, Dionex） により溶存イオン濃度を測定
した。陰イオンでは塩化物（Cl-）, 硝酸（NO3
-）, 
硫酸（SO4
2-） の各イオン，陽イオンではナト
リウム（Na+）, アンモニウム（NH4+）, カリウム
（K+）, マグネシウム（Mg2+）, カルシウム（Ca2+） 
の各イオンの濃度を測定した。2011年 5月，
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8月，11月，2012年 2月に採取した試料につ
いては，アルミニウム（Al）, ホウ素（B）, カドミ
ウム（Cd）, コバルト（Co）, クロム（Cr）, 銅（Cu）, 
鉄（Fe）, マンガン（Mn）, ニッケル（Ni）, リン（P）, 
鉛（Pb）, 亜鉛（Zn） の各元素濃度を誘導結合プ
ラズマ発光分光分析装置 （ICP-OES IRIS, 日本
ジャーレルアッシュ） を用いて分析した。
結果
表 1にpH測定，EC測定，溶存イオン濃度
分析の結果を，表2に元素濃度分析結果を示
す。
新池のpHは平均6.4と弱酸性で，年間を通
して比較的安定していたが，夏期に高く冬
期に低くなる傾向が見られた。電気伝導度 
（EC） は平均7.8 mS/mであり，やや貧栄養の
水質であると言える。ECもまたpHと同様に
夏期に高く冬期に低くなる傾向が見られた。
溶存イオン濃度分析の結果，NH4
+ は全12
回中 3回検出されなかった。陰イオンでは
SO4
2- が最も濃度が高く，いずれも夏期に濃
度が低下し，冬期に上昇する傾向が見られた。
陽イオンではCa2+ が最も濃度が高く，夏期に
濃度が上昇し，冬期に低下する傾向が見られ
た。この傾向はK+ とMg2+ においても同様で
あった。これら以外のイオンは明確な季節変
動は認められなかった。NO3
- は変動が大き
く， 8月の採水では0.18 mg/l であったのに
対し， 9月の採水では1.2 mg/lであった。
元素濃度分析の結果，Cd, Cu, Ni, P, Pbは 4
回全てにおいて検出されなかった。またCo
は全 4回中 3回検出されなかった。検出さ
表１　新池における溶存イオン濃度
表２　新池における溶存元素濃度
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れた元素の中でAl, Fe, Mnはばらつきが大き
かったものの，他の元素は比較的変動は小さ
かった。
考察
2001年 5 月から2002年 1 月までの 9か月
間，毎月 1回新池の水質を分析した石井５）
によれば，pHは平均約6.1で， 8月に最高値，
1月に最低値を記録した （表 3）。電気伝導
度 （EC） は平均約7.9 mS/m で，8月に最高値，
1月に最低値を記録した。pHの季節変動は
2001年と今回で傾向がほぼ一致していた。し
かしながら本研究のpH の値は，2001年に比
べて平均値，最高値，最低値いずれも上昇し
ており，この10年間で新池が中性化する傾向
にあることが明らかとなった。また，ECは
本研究で 7月に最低値を記録したが，これは
後述の通り大雨による影響とみられ，それを
除けば最低値は 2月，最高値は10月となり，
2001年と概ね同様の季節変化をしていること
が明らかになった。最高値，最低値の変動幅
は2001年よりも縮小した。
今回の調査では，陰イオン平均値ではSO4
2- 
が，陽イオン平均値ではCa2+ がそれぞれ最も
濃度が高かった。石井５）によれば，高濃度
のSO4
2-, Ca2+ は，八竜湿地上流の北東側埋立
地からの湧水由来であり，埋立資材としてこ
れらが使用されている可能性を指摘してい
る。しかしSO4
2-, Ca2+ 濃度は，石井の報告５）
と比較するといずれも低下しており，埋立地
からのこれらの流出が収束しつつあるのかも
しれない。ところで，SO4
2- 濃度は冬期に高く，
Ca2+ 濃度は夏期に高く，季節変動の傾向が相
反していた。このことは，新池のSO4
2-, Ca2+ 
は多くを埋立地由来としながらも，他の要因
による供給または消費があることが示唆され
た。Na+, Cl- 濃度には顕著な季節変化は認め
られなかったものの，K+, Mg2+ 濃度には夏期
に上昇し冬期に低下する傾向が認められた。
夏期には微生物の活動が活発化して生物遺体
の分解が促進されることが要因であろう。
電気伝導度およびSO4
2-, Na+, Mg2+ 濃度に
おいて最低値が7月に記録され， 7月分のK+, 
Ca2+ 濃度も 6月や 8月と比較して一時的な低
下が認められた。 7月分の採水を行った 3
日前 （ 7月25日） には，名古屋市で時間最大
39.5 mmの落雷を伴う大雨となり，日降水量
が83.0 mmであった。また，採水前日の27日
も時間最大15.5 mmの落雷を伴う雨となり，
日降水量は20.5 mmであった６）。梅雨末期の
大雨があったため，新池に流入する水量が増
加し，相対的にこれらの値が低下したものと
考えられる。
名古屋市の調査４）によれば，新池の全窒
素濃度は平均0.55 mg/l, 全リン濃度は平均
0.017 mg/l, 生物学的酸素要求量 （BOD） は0.8 
mg/lであった。全窒素濃度がこれよりも低濃
度のため池は守山区の竜巻池 （0.50 mg/l） の
みであり，全リン濃度およびBODは調査対
象のため池48 ヶ所の中で最も低い値であっ
表３　2001年調査 （石井, 2004） と，2011年調査 （本研究，再掲） との水質比較
*  2001年調査の数値は主に図からの読み取りのため，すべて概数である。また2001年調査の硝酸イオン，
　アンモニウムイオン濃度の値は図から読み取れなかったため省略した。
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た。また，水中の植物プランクトン量の指
標となるクロロフィル a 濃度は平均 3 µg/lで
あり，これと同等または低濃度のため池は
大久手池 （守山区，3 µg/l） および六ヶ池 （北
区，2 µg/l） のみである。今回の調査におい
ても，硝酸態窒素濃度とアンモニア態窒素濃
度を合算した窒素濃度は，ややばらつきが大
きいものの最大で0.28 mg/l，年間平均で 0.12 
mg/lであり，元素分析ではPは検出されなかっ
た （< 0.005 mg/l）。以上のことから新池では
富栄養化はしておらず，水質は良好であるこ
とが示された。
本研究では，水質汚濁に係る環境基準，水
質汚濁に係る要監視項目 （環境省） の基準
値・指針値を超えた項目はなかった。しかし
Mn 濃度は測定毎の変動が大きく， 8月分を
除いて比較的高濃度であった。吉田ら７）は
新池の南西約500 mにある金城学院大学の文
四郎池でもMn濃度の変動が大きいことを指
摘している。溶存酸素濃度が低下するとMn
濃度が上昇する８）ことから，新池では溶存
酸素濃度の変動が大きいと考えられる。Fe濃
度においてもMn 濃度と同様の変動が認めら
れた。八竜湿地上流の埋立地からの湧水には
Feが特に多く含まれ，鉄細菌の繁殖によると
思われる赤褐色の沈殿物が形成されている。
比較的高濃度で検出されるMnとFeは，とも
に埋立地の湧水を起源としているのかもしれ
ない。
前述の通り新池の水際では，ハルリンドウ
やトウカイコモウセンゴケが生育している。
石井５）によれば，八竜湿地内のハルリンド
ウの生育地周辺の表面水のECは5-15 mS/m程
度，トウカイコモウセンゴケの生育地周辺の
表面水のECは5 mS/m以下である。これに対
して新池のECが8 mS/mであるため，ハルリ
ンドウの生育には問題ないと考えられるが，
トウカイコモウセンゴケの生育地としては
ECが高く，他の湿地性植物の侵入により競
合が起こる可能性がある。トウカイコモウセ
ンゴケの生育の維持を行うのであれば，水際
での植生調査を行い，種を選んで適切に除去
することが必要であろう。
ところで，新池の水質が名古屋市内のため
池の中ではトップクラスのであることは前述
した通りであるが，見た目の「きれいさ」と
は必ずしも一致していない。名古屋市の調
査４） による透視度は平均78 cmであり，最大
値は100 cm以上が記録されているものの，最
小値は45 cmであった。平均値では，ため池
48 ヶ所の中で大池 （守山区; 95 cm），六ヶ池 
（北区; 88 cm），緑ヶ池 （守山区; 87 cm），塚
ノ杁池 （名東区; 83 cm），東山新池 （千種区; 
82 cm）, デッチョ池 （名東区; 80 cm），竜巻
池 （守山区; 79 cm） に次ぐ 8位となっている。
2013年 3 月 9 日に開催された八竜緑地意見交
換会において，地元住民より，戦後間もな
い頃は水底が見通せるほど新池の水は清澄
で，子供の水遊び場であったとの意見があ
り，透視度の低下，すなわち濁りの発生は後
年になって常態化するようになったと推測さ
れる。もし水の濁りが上流からの土砂流入に
起因するとするならば，戦後間もない頃は
周囲がはげ山２）であり，降雨等による土壌
浸食が活発で，より多く土砂が新池に流れ込
みやすい状態であったと推測されるのに対
し，現在は一面の森林に覆われて浸食が起こ
りづらい状態にあるため，現在の方がより清
澄になっているはずである。あるいは新池流
域の森林化に伴って新池への落葉落枝の流入
が増加するようになり，それらが分解される
ことによる富栄養化が濁りの原因とするなら
ば，現在の水質調査で全窒素濃度，全リン濃
度，クロロフィル a 濃度が低いことと整合し
ない。従って新池の濁りの原因は土砂流入で
も富栄養化でもなく，他に原因を求めること
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が合理的である。筆者らはこれについて，新
池に移入されたコイがその一因であると考え
ている。コイは止水域に導入されると底泥の
攪乱や多量の排泄物によって，透視度を低下
させるだけでなく，栄養塩循環などにも影響
を与える９）。国際自然保護連合 （IUCN） はコ
イを「世界の侵略的外来種ワースト100」に
指定し，生態系への脅威として警告してい
る10）。しかしながら日本国内では，コイは侵
略的外来種として積極的な捕獲の対象と認識
されていない。むしろ河川や池の良好な環境
を象徴する種として放流が行われる例11） さ
え見受けられる。またコイと同様にアメリカ
ザリガニも底泥攪乱により生態系機能を改変
させることが報告されている12）。新池ではア
メリカザリガニも生息しており，これらの報
告は，コイやアメリカザリガニの移入・定着
が，新池の透視度低下に寄与していることを
強く示唆している。
新池ではこれ以外にも，ブルーギル，ミシ
シッピアカミミガメ，スイレンといった外来
種も確認されており，スイレンについては地
元市民団体である「水源の森と八竜湿地を守
る会」によって積極的な除去が行われている。
しかしながら，ボートを使った水上からの作
業であるため，除去できるのは水面付近まで
成長したものに限られる。移入生物・外来生
物を効果的に除去するためには，池干しが最
も有効である。水を抜くことで底泥に残され
た外来動物を容易に捕獲でき，スイレンも根
こそぎ除去することが可能となる。新池には
水栓が設置されており，池干しを実施するこ
とは難しくない。しかし，在来生物への影響
が最少となるよう，池の水量を池干し後でき
るだけ早く所定量まで回復させなければなら
ない。新池の水源は前述のとおり，降水を除
けば八竜湿地からの流入と，金城学院大学の
台地からの湧水で，水量は前者が主なもので
ある。筆者らは現在，八竜湿地の流出口にお
いて流量の連続観測13） を行っており，この観
測結果は新池の流入水量を推測する基礎的か
つ重要なデータとなりうる。今後新池の容量
が把握されれば，池干し後の水量回復時間を
推測することが可能となり，新池の積極的な
生態系保全活動の一助となることが期待され
ている。
今回の調査で新池は，過去の調査と比較し
てpHが高くなり中性化する傾向はあったも
のの，溶存イオン濃度の面でも良好な水質で
あることが明らかとなった。名古屋市内のた
め池の中でも，在来生物の生育・生息に特に
好適な環境であることから，コイ，アメリカ
ザリガニ，ブルーギル，ミシシッピアカミミ
ガメ，スイレンなど外来種を適切に除去する
ことが当面の課題であると考えられる。
結論
新池の水質は溶存イオン濃度から見て比較
的貧栄養であり，その傾向は10年前と変わっ
ていなかった。また，富栄養化や重金属等に
よる汚染は見られなかった。しかしながら，
pHは10年前と比較して高くなっており，中
性化が進んでいることが判明した。水質は良
好であり，在来種の生育・生息に好適である
ことから，外来種や移入種を適切に除去する
ことが重要と考えられる。
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